
既知の問題

このリリースで未解決のバグおよび解決済みのバグには、Ciscoバグ検索ツールを使用してア
クセスできます。

Cisco Bug Search Toolにログインしてこのツールを使用するには、Cisco.comアカウントが必要
です。アカウントがない場合は、アカウントを登録できます。

（注）

Cisco Bug Search Toolの詳細については、Bug Search Tool（BST）ヘルプおよび FAQを参照し
てください。

• Cisco UCS BシリーズM5 6.0(1.260012)サーバファームウェアリリースで既知の問題：な
し（2ページ）

• Cisco UCS XシリーズM8、M7、M6 6.0(2.260040)、XEシリーズM8 6.0(2.260042)、Cシ
リーズM8、M7、M6 6.0(2.260044)、および BシリーズM6 6.0(2.260040)サーバーファー
ムウェアリリースの既知の問題（2ページ）

• XEシリーズM8サーバファームウェアリリース 6.0(1.260001)の既知の問題：なし（4
ページ）

• Cisco UCS CシリーズサーバM8ファームウェアリリース 6.0(1.250194)の既知の問題：な
し（4ページ）

• Cisco UCS XシリーズM8 6.0(1.252114)、M7、M6 6.0(1.250179)、BシリーズM6、M5
6.0(1.250169)、および CシリーズM8、M7、M6 6.0(1.250192)サーバーファームウェアリ
リースで既知の問題：なし（4ページ）

• XEシリーズM8サーバファームウェアリリース 6.0(1.251030)の既知の問題（4ペー
ジ）

• Cisco UCS XシリーズM8、M7 6.0(1.250162)、M6、BシリーズM6、M56.0(1.250157)およ
び CシリーズM8、M7、M6 6.0(1.250174)サーバーファームウェアリリースで既知の問
題：なし（5ページ）

• Cisco UCS XシリーズM8、M7、M6 6.0(1.250122)、BシリーズM6、M56.0(1.250127)およ
び CシリーズM8、M7、M6 6.0(1.250131)サーバファームウェアリリースの既知の問題：
なし（5ページ）

• Cisco UCS CシリーズM8、M7およびM6 6.0(1.250127)サーバファームウェアリリースの
既知の問題（6ページ）
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https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch
https://id.cisco.com/signin/register
http://www.cisco.com/web/applicat/cbsshelp/help.html


Cisco UCS BシリーズM5 6.0(1.260012)サーバファームウェ
アリリースで既知の問題：なし

Cisco UCS XシリーズM8、M7、M6 6.0(2.260040)、XEシリー
ズM8 6.0(2.260042)、CシリーズM8、M7、M6 6.0(2.260044)、
および BシリーズM6 6.0(2.260040)サーバーファームウェ
アリリースの既知の問題

ここでは、解決済みの問題について簡単に説明します。
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既知の問題

Cisco UCS BシリーズM5 6.0(1.260012)サーバファームウェアリリースで既知の問題：なし



リリースで解決済

み

影響を受ける最初

のバージョン

説明不具合 ID

Xシリーズ：
6.0(2.260040)

XEシリーズ：
6.0(2.260042)

Cシリーズ：
6.0(2.260044)

Bシリーズ：
6.0(2.260040)

このパフォーマン

スのボトルネック

を解決するには、
Red Hat Enterprise
Linux（RHEL）の
ブート設定で、次

の Intelが推奨す
るカーネルチュー

ニングパラメー

タを適用します。

•シングルド
ライブ構成の

場合：RHEL
カーネルコ

マンドライ

ンに次を追加

します：

intel_pstate=disable

pcie_aspm.policy=performance

pci=pcie_bus_safe

•マルチドライ
ブ（完全装

着）構成の場

合：RHEL
カーネルコ

マンドライ

ンに次を追加

します：

intel_pstate=disable

pcie_aspm.policy=performance

pci=pcie_bus_safe

nvme.poll_queues=32

intel_iommu=on

2台以上の Kioxia E3.S CD8P 1.9 T
NVMeドライブを搭載したCiscoUCS
C220 M8、C240 M8では、同時テス
ト中にランダムワークロードのパ

フォーマンスが大幅に低下します。

具体的には、4Kランダム読み取りパ
フォーマンスは、同時動作中に、ド

ライブあたり1,600kIOPSの定格から
ドライブあたり約680kの入出力処理
数/秒（IOPS）に低下する可能性があ
ります。単一ドライブのテストは期

待されるパフォーマンスを満たし、

問題は複数ドライブのセットアップ

でのみ発生することを示しています

CSCwr72707
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Cisco UCS XシリーズM8、M7、M6 6.0(2.260040)、XEシリーズM8 6.0(2.260042)、CシリーズM8、M7、M6 6.0(2.260044)、および BシリーズM6
6.0(2.260040)サーバーファームウェアリリースの既知の問題

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwr72707


XEシリーズM8サーバファームウェアリリース
6.0(1.260001)の既知の問題：なし

Cisco UCS CシリーズサーバM8ファームウェアリリース
6.0(1.250194)の既知の問題：なし

Cisco UCS XシリーズM8 6.0(1.252114)、M7、M6
6.0(1.250179)、BシリーズM6、M5 6.0(1.250169)、および C
シリーズM8、M7、M6 6.0(1.250192)サーバーファームウェ
アリリースで既知の問題：なし

XEシリーズM8サーバファームウェアリリース
6.0(1.251030)の既知の問題

このセクションでは、既知の問題について簡単に説明します。
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XEシリーズM8サーバファームウェアリリース 6.0(1.260001)の既知の問題：なし



影響を受ける

最初のバー

ジョン

回避策説明不具合 ID

6.0(1.251030)1. Ubuntu NodeリリースページからGA ISO
をダウンロードし、ブート可能 USBまた
はリモート対応メディアを使用してイン

ストールします。

2. Ubuntu Security Poolから必要な 6.8.0-80
カーネルパッケージ（.debファイル）を

ダウンロードします。

3. すべての .debファイル(linux-image、
linux-headers、 linux-modules、

linux-modules-Extra、 linux-tools)をフォ
ルダに配置し、genisoimageや mkisofsな
どのツールを使用して ISOを作成します。

4. Ubuntuのインストール後に、サーバーに
ISOをマウントします。

5. dpkg -i X.debを使用してカーネルパッ

ケージをインストールします。

6. サーバーを再起動し、カーネルバージョ
ンが 6.8.0 ~ 80であることを確認します。

統合ネットワークカードが検出され、設定に

使用できるようになります。

Unified Edge
サーバーに

カーネルバー

ジョン6.8.0-71
の Ubuntu
24.04.3をイン
ストールする

と、統合ネッ

トワークカー

ド（ICEドラ
イバ）が検出

されず、ネッ

トワーク設定

と接続が妨げ

られます。こ

の問題は、

カーネル

6.8.0-71がこの
プラット

フォームの

NICの ICEド
ライバをサ

ポートしてい

ないために発

生します。

CSCws25068

Cisco UCS XシリーズM8、M7 6.0(1.250162)、M6、Bシリー
ズM6、M56.0(1.250157)および CシリーズM8、M7、M6
6.0(1.250174)サーバーファームウェアリリースで既知の問
題：なし

Cisco UCS XシリーズM8、M7、M6 6.0(1.250122)、Bシリー
ズM6、M56.0(1.250127)および CシリーズM8、M7、M6

既知の問題
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既知の問題

Cisco UCS XシリーズM8、M7 6.0(1.250162)、M6、BシリーズM6、M56.0(1.250157)および CシリーズM8、M7、M6 6.0(1.250174)サーバーファーム
ウェアリリースで既知の問題：なし

https://releases.ubuntu.com/noble/
https://security.ubuntu.com/ubuntu/pool/main/l/linux/


6.0(1.250131)サーバファームウェアリリースの既知の問
題：なし

Cisco UCS CシリーズM8、M7およびM6 6.0(1.250127)サー
バファームウェアリリースの既知の問題

このセクションでは、既知の問題について簡単に説明します。

既知の問題
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既知の問題

Cisco UCS CシリーズM8、M7およびM6 6.0(1.250127)サーバファームウェアリリースの既知の問題



影響を受ける最初の

バージョン

回避策説明不具合 ID

4.3(6.250039)次のいずれかを実行し

ます。

• CIMCをリブート
します。同様に、

BIOSのアクティ
ブ化であるリカバ

リメカニズムが開

始されます。

•バックアップ
BIOSのActivate。

• BIOSを更新し、
アクティブ化しま

す。

Cisco UCSサーバで
は、BIOSの破損が原
因でサーバの電源がオ

ンになりません。次の

メッセージが表示され

ます。「電源投入失敗

がアサート済み（電源

投入失敗、サーバの電

源投入失敗）」

この問題は、次のシナ

リオで特に BIOSの更
新操作が中断された場

合に発生する可能性が

あります：

• BIOSフラッシュ
または更新の中断

（例：更新中の強

制的な電源の再投

入）。

• BIOS更新中の
CMOSクリア操作
の開始。

• BIOS更新中の工
場出荷時デフォル

トへの復元。

• BIOS更新中の
Cisco IMCのリ
ブート。

• BIOSの更新プロ
セスを中断させる

その他の予期しな

い操作の実行。

CSCwn95239

既知の問題

7

既知の問題

Cisco UCS CシリーズM8、M7およびM6 6.0(1.250127)サーバファームウェアリリースの既知の問題



影響を受ける最初の

バージョン

回避策説明不具合 ID

4.3(3.240043)回避策はありません。

誤った障害の更新を無

視します。

HUU 4.3(3.240xxx)レ
ベルのファームウェア

を実行し、2つのPCIe
VICと 1つのMLOM
VICを持つ Cisco UCS
C220M7および C240
M7サーバで、サーバ
ファームウェアを

HUU 4.3(4.xxxxxx)ま
たは 4.3(5.xxxxxx)また
は 4.3( RedfishAPIイン
ターフェイスを使用し

て 6.xxxxx）以降のレ
ベルで実行した場合、

UCSUpdateタスクは
CiscoCardモードが設
定されているPCIeVIC
（riser1）の誤った更
新失敗を報告します。

ただし、ファームウェ

アはバックグラウンド

で正常に更新およびア

クティブ化されます。

（注）

言及されている HUU
バージョン番号の

「xxxx」は、シリー
ズ内で利用可能なす

べてのバージョンを

表します。

CSCwe68248

既知の問題

8

既知の問題

Cisco UCS CシリーズM8、M7およびM6 6.0(1.250127)サーバファームウェアリリースの既知の問題



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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